
い
震
め
練
習
場
の
透
ら
れ
な
い
事
は
遺
憾
に
思
ふ
、
其
内
真
い
地
所
た
九

付
げ
完
全
な
射
的
場
た
作
り
、
他
の
二
部
に
遜
色
銀
、
ざ
稜
展
た
期
そ
、
？
。

最
後
に
自
分
は
此
の
稿
た
終
る
に
雷
り
、
特
に
五
日
校
庭
球
即
時
奨
励
の
鴛

め
、
甲
府
市
和
国
間
T
町
奥
山
治
義
氏
の
ポ
ー
ル
一
箱
寄
贈
ぜ
ら
れ

L
事
た

衷
心
よ
り
謝
慨
す
。

運
動
d
u

ぎ
る
も
の
は
噴
性
に
陥
り
安
〈
、
心
に
民
の
快
楽
、
要
す
る
に

天
員
溺
没
れ
る
事
無
く

L
て
常
に
幽
震
性
さ
な
る
、
規
律
正
し
き
運
動
は

前
述
の
知
〈
心
身
た
壮
健
に
す
る
。
宜
敷
従
来
の
否
運
動
家
は
競
ふ
て
各

部
の
何
れ
に
で
も
入
曾
ぜ
ら
れ
、
以
て
活
時
限

ι、
以
て
意
気
わ
る
生
活
た

な

L
人
生
の
幸
一
幅
一
た
得
ら
れ
ん
事
た
切
望
す
。
（
吉
田
生
）

包‘
文

撃

部
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時
代
は
刻
一
刻
巳
進
特
し
・
交
化
の
安
展
科
事
の
進
歩
、
そ
の
障
問
趣
す

る
所
た
知
ら
な
い
。
欧
米
の
女
物
た
入
れ
て
後
の
日
本
、
世
界
の
向
上
諸

機
関
の
溌
明
に
は
驚
く
の
外
な
い
、
二
れ
ら
あ
ら
ゆ
る
諸
機
関
の
安
達
は

貨
に
人
生
去
申
し
て
平
等
に
宰
稲
じ
、
自
由
に
一
志
ま
ぜ
れ
い
の
が
本
義
で
あ

る
0

・
少
く
さ
も
御
玄
人
類
た

L
て
幸
福
な
ら
し
め
ん
が
震
に
、
整
ひ
遁
ら

れ
つ
行
、
き
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ぽ
、
、
れ
ら
に
よ
っ
て
果

L
て
人
類
が
民
の
幸
一
一
沢
り
得
る
か
！

そ
は
拙
筆
ド
ゼ
イ
言
す
る
ま
で
も
な
い
は
ぎ
飢
周
さ
れ
一
一
血
反
比
例
し
世

た
摩
げ
て
摘
出
副
内
乱
世
遂
い
に
図
家
た
根
底
よ
り
覆
さ
ん
之
す
る
主
義
さ

へ
金
均
深
刻
に

E
竪
貿
日
、
而
も
津
h
q

浦
々
に
浸
入

L
K。

今
に

L
て
思
想
善
導
也
？
ん
ば
、
さ
は
政
府
の
資
在
投
じ
て
－
設
げ
つ

S

あ
る
所
以
で
あ
る
。
然
ら
．
は
、
、
れ
に
よ
っ
て
震
に
善
導

L
得
る
か
、
さ
眺

め
る
時
五
日
キ
の
責
任
の
如
何
に
重
大
で
あ
る
か
ど
窺
れ
る
。
さ
同
時
に
思

想
θ
感
化
は
五
日
々
の
罪
で
あ
る
さ
謂
ぴ
得
る
。
明
治
維
新
の
あ
の
大
業
も

悶
体
異
に
絶
叫
さ
れ
れ
人
に
よ
っ
て
遂
い
に
途
げ
ら
れ
れ
。
詳
の
歴
史
の

時
代
も
又
然
り
で
あ
る
。
斯
く
思
ふ
さ
如
何
に
批
舎
思
犯
の
充
分
な
る
研

究
、
彼
ら
に
謝
す
る
勇
猛
精
進
の
研
究
が
必
要
で
あ
る
か
！
民
撃
な
る

研
究
が
必
要
で
あ
る
さ
同
時
巳
、
併
数
理
仲
骨
早
の
根
本
精
神
た
以
っ
て
園
民

思
想
寄
人
類
思
想
の
根
底
と
す
べ

L
Z絶
叫
L
土
、
日
蓮
上
人
の
数
〈
た

理
解
さ
ゼ
信
仰
さ
ゼ
る
我
々
若
人
の
双
一
局
の
責
任
の
甚
大
さ
が
胸

ιbシ

ー、迫る。

弦
に
於
て
長
ら
〈
中
止
の
楼
榊
た
後
刊

L
御
互
の
怠
見
た
後
表

L
・
交

換
し
諸
君
の
努
力
ル
希
ふ
次
第
で
す
。
終
り
に
校
正
の
不
備
編
輯
の
不
振

ミ
在
日
六
？
も
深
謝
す
る
主
同
時

ι、
左
記
書
籍
塑
誌
御
贈
奥
下
さ
れ
L
諸

氏

ι百
砕
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

日
舵
舎
事
業
研
究

大
阪
毎
日
新
聞

天
業
民
報

身
延
数
報

立

正
聖主

目星

島

伊

八

殿

岡全天

業

民

報

社

殿

身

延

数

報

位

殿

高

杉

立

正

社

殿

大

阪

mz
醒

国

殿
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偉

導
倒

の

光

信
友
月
報

あ

さ

ひ

立
正
教
報

奉

仕

日
本
文
化

大

統
斯

民

数宇

宙
立
正
新
聞

宗

報

明

治
人

道

端
評
新
聞

瑞

雲

品
胃
友

撃
院
生

以

_l 

大

阪

惇

導

社

殿

京

城

関

敬

社

殿

名

古

屋

信

友

合

殿

大

阪

あ

さ

ひ

社

殿

神

戸

立

正

社

殿

傍

数

奉

仕

赴

殿

里

見

研

究

所

殿

東

京

大

統

枇

殿

中

央

報

徳

舎

殿

数

俊

行

所

殿

岩
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明

君

近

藤

惑

聴

君

宗

務

院

殿
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業
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